










本研究の目的:

新生児医療技術の向上によりハイリスク児の救命率は大きく改善してきたが、その一方で

救命された児の合併症、後遺症が大きな問題となっている。これら合併症、後遺症の予防・

管理については、医療面のみならず、福祉面など総合的な対策を講じる必要がある。本研

究においては、このような合併症、後遺症の発生の危険の高いハイリスク児の予防・管理

において必要とされる周産期医療のあり方、管理法などについて検討し、ハイリスク児の

総合的ケアシステムを提言することを目的とする。


